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「ニ
ロ
の
歴
史
的
文
化
の
特
色
に
対
ん
で
き
る
個
性
を
言
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
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′し 時 を生 きる―。
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一
一

二 B■ ,:.=‐ 誉今
こ
そ
必
姜
な
主
化
の

ニ
ロ
市
主
化
協
会
　
上
Ｈ
ロ

会
長

早
い
も
の
で
一
昨
年
春
に
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

昨
年
は
思
い
も
か
け
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
９
月
に
文
化
協
会
発
足
５
０
周
年
記
念
行
事
と
し
て

陳
允
陸
先
生
の
水
墨
画
作
品
展
と
講
演
会
を
開
催
し
、
ま
た
森
市
長
に
ご
出
席
頂
い
て
思
い
出
に
残
る
５

０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
毎
年
１
１
月
に
開
催
す
る
市
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
３
密
を
避
け
ら
れ
な
い
舞
台
発
表
は
涙

を
呑
ん
で
実
施
を
断
念
し
、
展
示
発
表
に
絞
リ
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り
な
が
ら
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

思
え
ば
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
発
生
し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
安
全
安
心
が
確
保
で
き
る
よ
う
な

終
息
の
見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
感
染
者
の
減
少
傾
向
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
な
ど
明
る
い
兆
し

が
見
え
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
文
化
活
動
は
制
限
さ

れ
我
慢
す
る
苦
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
文
化
の
力
で
社
会
に
明
る
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
文
化
は
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
不
要
不
急
扱
い
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
か
け
が
え
の
な
い
栄
養
素
で
あ
り
血
液
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

文
化
協
会
は
主
に
三
田
の
文
化
を
担
う
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
の
集
ま
り
で
す
が
、
文
化
活
動
で
生
計
を

立
て
て
い
る
プ
ロ
の
ご
苦
労
は
察
し
て
余
り
あ
り
１
日
で
も
早
く
日
頃
の
安
定
し
た
生
活
が
戻
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

し
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昨

年

れ

た
ち
は
、
創

立
５
０
周

年
の
記

企

ず
べ
き

年
を

力

え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で

「
託

含

式

典

」
を

無

事

開

催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協

会

ロ
ゴ
マ
ー

ク
に
塾

め
ら
れ
た
“
無

限

人
”
の
可

能

性

を

探

来
し
、
新

時

代

に

力

け
て
の
指

針

と
す
る
べ
く
、
最

も
身

近

な
お

二

人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
写

せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
会

報

編

集

委

員

会

）

●
Ｆ
Ｅ
●

●

「三
田
市
文
化
ビ
ジ
ヨ
ン
検
討
委
員
会
」

【
経

過

報

告

】

三
田
市
で
は
令
和
４
年
～
令
和
１３
年
ま
で

Ю
年
間
の
三
田
市
総
合
計
画
策
定
に
、
文
化
施

策
面
か
ら
寄
与
す
る
た
め
に
、
令
和
元
年
１２
月

に
田
辺
員
人
氏
（園
田
学
園
女
子
大
学
名
誉
教

授
）を
委
員
長
と
す
る
、
Ｈ
名
に
よ
る
文
化
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、
文
化
協
会
か
ら
山

口
と
林
副
会
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
れ
気
味

で
す
が
、
令
和
３
年
夏
に
は
三
田
市
長
あ
て
に

答
申
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
７
回
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
あ
と
８
回
、
９
回
、
Ю
回
の
３
回
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
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ロ
ナ
渦
に
お
け
る
主
化
芸
術

.:P

●
一
　
一一
日
市
文‐‐
イヒ‐
協
会
の
曽
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
様
々
‐
‥
な
文
化
芸
術
活
動
に
取
ウ
組
ま
れ
、

■

本
市
の
文
化
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ミ
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
一
　

今
和
２
年
度
は
、
三
田
市
文
化
協
会
創
立
５
０
周
年
と
い
う
大
切
な
節

目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

●

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
文
化
芸
術
活
動
は
前
例
を
み
な
い
試
練
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

●

下
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
熱
意
や
創
意

工
夫
に
よ
り
、
周
年
事
業
と
し
て
記
念
式
典
や
市
民
文
化
祭
晨

一
　
示
発
表
を
成
功
に
導
か
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

一
　
　
記
念
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
陳
允
陸
先
生
の
作
品
展
で
は
、
三
日
の
美
し
い
風
景
が
描
か
れ
た
水
墨
画
に

■
　
力
づ
け
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ

■
　
―
や
希
望
を
与
え
う
る
文
化
芸
術
の
力
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

●

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
事
業
を
作
り
あ
げ
る
過
程
で
会
員
の
皆
さ
ま
が
重
ね
ら
れ
た
議
論
は
、こ
れ
か
ら
の
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

●
一
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
文
化
活
動
の
あ
り
方
の
指
針
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
和
３
年
度
も
、
引
き
続
き
貴

一麒
≒
協
会
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
文
化
芸
術
の
力
に
よ
り
活
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

●

で
ま
い
り
ま
す
ｃ

●
一　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
田
市
文
化
協
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、会
員
の
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
活

●

曜
と
ご
多
幸
を
越
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

警ヽ
麟
・・

〓
■

ニ
ロ
市

〓

・
一
一
一
　
　
　
・一
一一・
・

森

哲
男
市
長

ミ゙̀ン

令和2年度「さつき賞」受賞

i.=れ

永キに二 り驀近を竜じて
国際夫流や伝統夫化の継
承に取組 まれ本市の本逍
夫化の普及に多大な貧献
をさネたため

(恭逹菜十 慶

一
オ

事を逍 ビて伝統文化の普
及・継水に多大な貢献をず

さみたため

永キ| 日本弄踊の指

【こ
れ
ま
で
の
経
過
】

。第

１
回

令
和
元
年
１２
月
２３
日

三
田
市
文
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

。第
２
回

令
和
２
年
１
月
３‐
日

文
化
の
定
義
と
分
科
会
に
つ
い
て

。第
３
回

令
和
２
年

７
月
１４
日

市
民
団
体
と
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
証

・第

４
回

令
和
２
年
８
月
１７
日

文
化
芸
術
を
通
し
た
地
域
創
生

。第

５
回

令
和
２
年
１０
月
１３
日

文
化
活
動
支
援
の
あ
り
方

。第

６
回

令
和
２
年
１１
月
１２
日

文
化
芸
術
に
お
け
る
共
生
の
推
進

。第

７
回

令
和
２
年
１
月
１３
日

郷
の
音
ホ
ー
ル
の
役
割

イ毛ハ
ビヽノ

受音のお二尺に支 Tヒ

協書力・う■束噌冒&
常III里 事と言P念 写草

洟骰



|三田 市 文 化 協

●

会 会 員 構 成 図 亀午‐1111
・‐・   (令 和 3年 3月 31日現在)  ~   ・‐・

|,F・

私たち三田市玄1ヒ協書に

加盟する35団体の中には、

下音F団体t有する療書体

(※ 印)がとヽくつ打あιlます。

そうとた下音F団俸t含わせるこ

739団体tの

まTヒ 活動グ′と―プ

“

ι
l、

駒31000含冒tl確する
`

市内最大のま1ヒ団体・` ′

となっています。

私たちとご―賭に、三田の市日

立1ヒt蒙えるための活動t
i磨:めていきましょう |

遠

※26.三田俳句協会〈9〉
①青葉俳句会②茜草句会
③海原俳句会④しぐなる俳
句会⑤春水句会⑥野ばら
句会⑦若緑俳句会③淡河
句会⑨花菜句会

※27.三田きりえ
^  フォーラム (4〉

①三田きりえクラブ。☆アプ
Z②ヌーベル③コスモス
④ツバキ

※28。 三田市美術協会〈5〉
①三田日本画研究会②日
本画③洋画④立体造形⑤
写真

35。 アメリカンシャドウボックスアートクラブ

※3■ 三田市サI WI協会(6〉

①川柳さんだ②川柳キッピ
ー道場③フラワー川柳会④
あいの川柳会⑤川柳メダカ
の学校⑥あしがる川柳

1.三田市音楽協会※<46>

(1)三田市合唱連盟〈23)
①三田少年少女合唱団②三田松聖高校
コーラス部③三田女声コーラス④麻の実
コーラス⑤やまびこコーラス⑥ピチカート
・ママ⑦コールあかしあ③女声合唱団
Stella⑨三田混声合唱団⑩三田男声合
唱団①WING⑫女声合唱団「花みずき」
⑬しちようコール⑭女声コーラス「ひろの」
⑮混声合唱団「さくらさく」⑬高平混声合唱
団①神戸鹿の子台幼稚園女声コーラス
「アンダンテ」⑬こ―ろ。るみえ一る⑩女声
合唱「フラワーエコー」⑩コーラスクラブ「ゃ
まぼうし」④SAKDAC HARMO②児童
コーラス②あかしあジュニア合唱団「さくら
んぼ |

2.三田ゆりのきギタークラブ

3.関ロバレエスクール

4。 上月みのリバレエスクール

5。 ボーマイカイフラスタジオ

6.グレースバレエアカテミー

※7.三田吟剣詩舞連盟〈13〉
①哲山流三田支部②渓月流三田教
場③哲山流愛吟支部④紫洲流三田
支部⑤千穂流詩舞千穂会本部
⑥岳風会甲陽支部⑦岳風会さつき
支部⑧白雲流榮見会⑨岳風会三田
城山支部⑩哲尊流甲北支部三田教
室①静山流詩舞中野静楓慧会⑫哲
山流三田支部若菜教室⑬哲山流三
田支部ふじ教室

7。 三田吟剣詩舞連盟 ※

8.花柳社中

9.花柳流伊奈輔会

10。 千翔流有峰会

喋
煽
漏
針
絵

＞淋蹴馴鑢卿

‐０
間
若
Ｃ
鈴
島

胞側
＞会④降嚇いな

副
後

の
Ｆ
山
”
へ
本

珈脚嘲嘲̈
詢廟

〓
一柳
山
三
加
初
団

「
花
③
⑤
た
流
山

※
①
会
会
ざ
翔
⑩

※15。 三田歌謡カラオケ協会〈15〉
①あい唄くらぶ②歌仲間友の会
③オケラーズ④カサブランカ⑤歌遊
会⑥三楽会⑦ジャスミン③NPOドリ
ーム優美⑨はやりうた⑩ひまわり⑪
ふれあい会⑫ポピーカラオケクラブ
⑬ユー&アイ⑭我がままクラブ
⑮ニューフレンズ

11.三田舞踊協会 ※

12。 三田小唄保存会 24.三田市茶華道協会 ※

※
①
流
嵯

流KЭ

ノ

未生

24.
生御未

中山文甫会

(F,〉

13.尚美流全日本和装協会 (三田) 25。 茶道裏千家慶友会

14.御殿踊り保存会 26.三田俳句協会 ※

15。 三田歌謡カラオケ協会   ※ 27.三田きりえフオーラム    ※

16.岡田琴千流大正琴三田ルピナス 28。 三田市美術協会 ※

17.Sol&bBr‖ ante 29.三田市水墨画同好会

18。 三田竹友会 30.和紙ちぎりえ (なこみ)

19。 邦楽研究会 31.三田市川柳協会 ※

20 △
〓

，
Ｐ

士
ナ三 32.三田水彩会

21。 三田音頭会 33.手芸同好会

22.民謡あけみ会 34.テジタルカメラ散歩の会

23.三田津軽三味線同好会

(2)三田市吹奏楽連盟 〈19〉  /
①藍中学校吹奏楽部②上野台中学校吹
奏楽部③けやき台中学校吹奏楽部④長
坂中学校吹奏楽部⑤狭間中学校吹奏楽
部⑥八景中学校吹奏楽部⑦富士中学校
吹奏楽部③ゆりのき台中学校吹奏楽部
⑨有馬高校吹奏楽部⑩三田祥雲館高校
吹奏楽部⑪三田西陵高校吹奏楽部⑫北
摂三田高校吹奏楽部⑬三田学園吹奏楽
部⑭三田松聖高校吹奏楽部⑮ウインドア
ンサンブルコスモス⑬三田市吹奏楽団⑭
三田学園吹奏楽部OBoOG吹奏楽団⑬
ユートピア・ウインドオーケストラ⑩三田ジ
ユニアバンド

大学室内合奏団③三田市民オ
ーケストラ④三田ユースオーケ
ストラ

(

事

くZl〉
ム



ニロ市文化協会事常子た

C

I亘1令不□元年12月 から今後10年間の三田市文化ビジヨンが検討されており、令和3年夏頃に市長に

対して答申される予定であるが、文化協会はこの答申内容に添った活動が求められる。

日令和3年度以降の「市民文化祭」について、三田市から次の方針が示された。

○市民の誰もが参加できる市民文化祭を目指す
・ ○三田市文化協会への委託事業から郷の音ホーリ♭指定管理者事業に変更する

○主催と企画は三田市と郷の音ホール指定管理者が行うが、文化協会所属団体には

出演出展面で協力をお願いしたい

○文化協会以外の一般市民団体からも出演出展を募集する

○美術協会展は3日間開催とする

○共同事業の舞台演出費用は基本的な内容とする

○共同事業に対して印刷代として3万円補助されていたがこれは廃止する

■ 令和3年度「第54回三田市民文化祭」本事業及び共同事業の予定

3年から市民文化祭は三田市の方針に基づいて郷の音ホーリ♭指定管理者主催で開催

されるが、文化協会はこれに協力する。

回第54回市民文化祭関係 (当初予定分)

◆¬0月 31日 (日 )市民文化祭舞台発表のリハーサル(郷の音ホール・大)

舞踊祭のリハーサん(郷の音ホール・大)

◆11月 01日 (月 )～ 11月 03日 (水・祝)準備]0月 31日 (上 )

第54回市民文化祭0展示発表部門(郷の音ホール各展示室)

◆ηl月 03日 (水・祝)第54回市民文化祭・舞台発表部門(郷の音ホール・大)

◆lη月07日 (日 )第34回高校演劇祭 (フラワータウン市民センター)

◆1¬月07日 (日 )第25回舞踊祭(郷の音ホール・大)

◆11月 」1日 (本 )～16日 (火 )第31回三田市美術協会展 (郷の音ホー′♭各展示室)

√ ◆11月 42日 (金 )第 9回さんだ三田03剣詩舞道祭リハーサル(郷の音ホール・小)

◆14月 13日 (土)第 9回さんだ03剣詩舞道祭(郷の音ホール・小)

◆」1月 13日 (上 )第53回俳句大会 (さんだ市民センター)

◆11月」4日 (日 )第¬4回歌謡カラオケ大会(郷の音ホール・小)

◆41月 21日 (日 )第45回含0昌祭(郷の音ホール・大)

◆」¬月28日 (日 )第 6回三田こどもフェスタ(郷のきホール・小)

本事業

共同事業

本事業

本事業

共同事業

共同事業

共同事業

共同事業

共同事業

共同事業

共同事業

共同事業

本事業

文化協会その他の事業

◇後援事業の支援 (後援名義の使用許可)

◇三田市文化活動支援事業 対象は令不□3年 4月司日～令和4年 3月 末までに行う事業
◇文化協会会報「湧」38号の発行～令不□4年 3月

◇三田カルタ 「三田百景」絵葉書/「三田里出素描」絵葉書の販売

◇その他三田の文化振興|こ関わる事業       ,_.森 :=■   有
三田市文化ビジョン検討委員会に参画      '■ 11巌三l11督警 響

(令和3年 3月 中間答申)令和3年 6月 答申      |: =.上
◇兵庫県阪神北県民局の行事への参力]  絵はがき(10枚組5:0島 )好評販売中
◇運営に関する会議の開催

総会 (年 1回 )令和3年4月 14日 (水 )三田市総含福祉保健センター

⑤  役員会 (月 1回第1金曜日)常任理事会 (月 η回第2金曜日)理事会 (適宣)
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第31回三田市美術協会展
5月 13日 (本 )～ 18日 (本 )

1■||■ |

「三田百景」より

絵
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が
き
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タ
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三田市文化協会創立 50周年記念式典

三冥者4興‐
～
‐Fγ存よ7襲甲含‐暴、柴田・若森・三好の三氏、ホ市長

″ 励

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
夫
化
活
動
の
疲
弊
を
懸
念

こし

夫
化
活
動
で
元
気
に
充
実
し
た
人
生
を
―

占

口
杏
長
が
ニ
ロ
市
民

の
夫
化

へ
の
混
か

い
應
援

と
支
援
を
姜
詩

三
田
市
文
化
協
会
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
発
足
、今
和
二
年
度
に
め
で
た
く
五
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
か
ら
、事
務
局
機
能
を
市
役
所
か
ら
独
立
Ｌ
、自
主
的
な

運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
加
盟
三
十
七
団
体
、多
世
代
に
亘
る
約
二
十
人
の
会

員
で
構
成
す
る
三
田
市
の
文
化
を
支
え
て
い
る
重
要
な
市
民
団
体
と
し
て
の
責
務
を
担
っ

て
い
ま
す
。記
念
式
典
・記
念
講
演
会
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た

式
典
の
当

日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
お
祝
い
に
お
越
し
頂
い
た
多

く
の
お
客
を
お
迎
え
し
て
、
口ヾ
い
出
に

残
る
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

森
市
長
か
ら
は
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
文
化
は
大
切
で
あ
り
、
今
後

の
文
化
協
会
の
益
々
の
発
展
と
活
発

な
活
動
に
期
待
し
た
い
と
の
お
言
葉
を

頂
き
、身
の
引
き
締
ま
る
曰
ヾ
い
で
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
亘
る
協
会
要
職
で
の

ご
奉
仕
と
協
会
発
展
へ
の
弛
ま
ぬ
ご
努

力
に
感
謝
と
敬
意
を
こ
め
、記
念
特
別

感
謝
状
を
三
民
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

会
場
は
当
初
大
ホ
ー
ル
を
計

画
し

て
い
ま
し
た
が
、密
を
避
け
る
コ
ロ
丁
対

策
の
た
め
小
ホ
ー
ル
に
変
更
．．ｔ
員
の

半
数
以
下
の

一
七
１
名
の
参
ユ
者
で

創
立
五
Ｃ
周
年
を
祝
い
ま
し
た
〓

記
念
式
典
次
第

司
会

的
場
明
美
事
務
局
長

一
、
祝
舞

一千
代
の
寿
」
花
柳
摂
絹
琴

一
、
式
辞

文
化
協
会
会
長

山
口
武
宏

一
、
来
賓
祝
辞

三
田
市
長

森
　
哲
男

様

一
、
感
謝
状
贈
呈

三
好
　
正
典
様
（前
会
長
）

若
森
　
京
子
様
（元
副
会
長
）

柴
田
　
良
子
様
（副
会
長
）

一
、
返
礼

代
表
挨
拶

三
好

正
典

様

萎

】賢
園覆
麗
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一

二 □ 真t鶴警

陳 允陸氏より森市長に贈呈

森市長と常任理事 (展示)

醸
Ｅ
膿
Ｅ
鵬
睡

Ｅ
睡
Ｅ
眸

Ｇ

令
和
２
年
１
１
月
１
日

（
日
）
～
３
日

（火
）
、
三
田
市
民
文
化
祭
総
合
展
示
会
を

開
催
。
続
い
て
、
１
１
月
５
日

（木
）
～
１

０
日

（火
）
、
三
田
美
術
協
会
展
を
開
催
し

た
。
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

舞
台
発
表
は
全
て
中
止
と
し
、
展
示
作
品
発

表
会
の
開
催
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
協
会
総
力
を
結
集
し
て
三
田
市
民

文
化
鑑
賞

の
機
会
提
供
に
全
力
を
挙
げ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
非
接
触
、　
マ

ス
ク
着
用
、
消
毒
、
検
温
な
ど
入
り
口
、
出

口
管
理
を
徹
底
し
、
関
係
者
、
訪
間
者
の
安

心
安
全
の
確
保
を
第

一
優
先
し
た
実
行
体

制
に
よ
っ
て
万
全
を
期
し
ま
し
た
。
。

総
合
展
示
会
で
は
、
参
加
団
体

（会
員
１

０
団
体
、
福
祉
施
設
４
団
体
）
計
１
４
団
体
。

総
出
展
作
品
数
４
０
点
。
ブ
ー
ス
入
場
来
客

数
３
２
１
８
人
の
実
績
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ

っ
て
引
き
こ
も
り
が
ち
で
あ

っ
た
市

民
か
ら
文
化
鑑
賞

の
機
会
を
喜
ぶ
姿
が
目

立
ち
ま
し
た
。

続

い
て
の
美
術
協
会
展
示
会
は
出
展
数

７
２
点
、
来
客
数
４
０
０
人
で
あ

っ
た
。

例
年

の
楽
し
み
で
あ

っ
た
舞
台
発
表
は
全

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

（実
行
委
員
長
・
副
会
長

林
　
靖
）

・1攀 :|
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令和 2年 9月 18日 (金)か ら22日 (火 )

まで 5日 間、三田市文化協会 50周年事業 と

して陳允陸水墨画作品展 と講演会を郷の音ホ
ールに於いて開催 しました。

令和 2年度早々のコロナ感染拡大によるパ

ンデ ミック騒ぎの中でしたが、条例に沿って
コロナ感染防止対策を万全 とした会場環境保
全のもとに、事業開催を滞 りなく実行するこ

とができました。

陳允陸水墨画作品展示会、講演会、席画、更
に水墨画体験会など、三田市民にとってまた

とない高尚な水墨画鑑賞に触れる有意義な機

会を提供 しました。

実力人気共に当代随一の水墨画家 として著

名な陳允陸さんを招聘 し、水墨画展示会「墨

響」と題 して、大作 40点を出展 し、特別に制

作 した三田八景作品を加えての大々的展示発

表を実現 しました。
20日 (日 )に は陳允陸講演会「水墨画の世

′  |

綾
を行って、陳允陸さんは、「水墨画の精神
と日本人の余白を大切にする美意識につ

いて」熱弁をふるい、三田の恵まれた環境は中

国桃源郷に常時住まいしているに等 しく、 自
然 と文化に恵まれた三田市民の幸福を称えて
いました。壇上において桃源郷景観の即興席

画を実演し、見事な技法と出来栄えに、多 くの

観客から拍手喝さいを受けました。

(報告 :実行委員長 。副会長 林 靖)

主催者 :集合写真

陳先生の席画実演

【記

企

事

業

次

第
】

司
会

林
　
靖

副
会
長

（記
念
事
業
実
行
委
員
長
）

記
念
講
演
会

陳

允
陸

「水
塁
画
の
世
界
」

記
念
作
品
贈
呈

陳

允
陸
か
ら
三
田
市
長
ヘ

允
陸

講
演
＾

◇
舞
台
上
の
席
画

実
演
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記念講演会
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NO 加 入 団 体 名 音F   F司 理  事 電 話 番 号

山 口 武 宏 079-565-8451
三 田 市 音 楽 協 会 音    楽

内 田 史 子 079-562-4126

2 三田ゆりのきギタークラブ
洋 楽 部 門

音    楽 中 嶋 新 太 郎 080-4010-4152

3 関 ロ バ レ エ ス ク ー ル クラシックバレエ 関 口 正 人 079-565-5611

4 上月みのリバレエスクール クラシックバレエ 上 月 み の り 079-590-5710

5 Grace Ballet Academy クラシックバレエ 小 河 内 優 090-9097-4458

6 ポーマイカイフラスタジオ

洋 舞 部 門

フラダ ンス 久 徳 麻 弥 078-955-6428

7 三 田 吟 剣 詩 舞 連 盟 吟 剣 詩 舞 足 立 紫 颯 079-559-6279

8 花   柳   社   中 日 本 舞 踊 柴 田 良 子 079-563-7241

9 花 柳 流 伊 輔 会
ノ三
冽R 日 本 舞 踊 藤 井 加 代 子 079-562-4323

10 千 翔 流 有 峰 会 日 本 舞 踊 三 好 正 典 090-3825-2154

11 田 舞 踊 協 会 舞 Ei:i 員 造 さ え こ 090-1135-6674

12 田 小 唄 保 存
△
7ミ り星i:| 甲 斐 幸 子 090-5099-4372

13 尚美流全日本和装協会(三 田) 着  付  け 寺 戸 博 子 090-5657-3481

14 御 殿 踊 り 保 存 会

邦 舞 音FF月

郷 土 芸 能 寛 長 つ や 子 079-564-3498

15 三 田 歌 謡 カ ラ オ ケ 協 会 カ ラ オ ケ 平 瀬 允 雄 090-1149-3320

16 岡田琴千流大正琴三田ルピナス 大  正  琴 小 原 せ つ 子 090-5882-4302

17 Sol&B rilla nt e 大  正  琴 中 塚 麻 由 子 078-952-2313

18 田 竹 友 会 ノヽ尺 栃 尾 敏 正 090-8759-0265

19 邦 楽 研 究 会 筆 浦 口 妙 子 079-564-3732

20 :;:F
Zゝ
7= 筆・三弦・尺八 井 上 美 紀 子 079-565-8413

21 田 音 頭 会 ==日 頭 中 村 富 美 代 080-6120-8521

22 民 謡 あ け み △
7ミ 民 諾 的 場 明 美 079-568-0389

23 三 田 津 軽 三 味 線 同 好 会

非F多泉:音FF同

味  線 田 村 正 夫 090-3494-4366

24 三 田 市 茶 華 道 協 会 抹 茶 生 花 林 田 桂 子 079-567-0277

25 茶 道 裏 千 家 慶 友 会 抹 茶 坂 本 紗 代 子 079-565-1075

26 田 俳 句 協 会 俳 句 藤 野 慧 子 079-564-5127

27 三 田 き りえ フ オー ラム 切  り 絵 畑  徹 079-565-0656

28 田 市 美 術 協 会 絵 画 高 橋 栄 子 079-562-5184

29 三 田 水 墨 画 同 好 会 水  墨  画 林 靖 090-8572-8863

30 和 紙 ち ぎ り絵 (な ご み ) ち ぎ り 絵 小 林 敏 子 079-563-7592

31 田 市 月1 柳 協 会 川 初「 九 村 義 徳 079-563-0721

32 田 水  彩  会 水  彩  画 荻 野 良 成 079-562-3818

33 手 芸 同 好 会
コ嗜
¬げ 7= 今 井 幸 恵 079-568-0452

34 デジタルカメラ散歩の会 写 盲 保 々 俊 夫 079-565-1073

35 アメリカンシャドーボックスアートクラブ

展 示 部 門

立 体 絵 画 江 嶋 桂 子 079-565-1971

三田市文化 会加入団

令和2年度三田市文化協会組織名簿  (令和3年 3月 31日 現在 )

1日 現在 )

/~｀ヽ

ヽレ

担   当 氏
スブ
ロ 団   体   名

会   長 山 口 武 宏 三 田 市 音 楽 協 会

副 会 長 林 靖 三 田水墨画 同好会

副 会 長 足 立 紫 颯 三 田吟剣詩舞連盟

副 会 長 柴 田 良 子 花  柳  社  中

事務局長 的 場 明 美 民 謡 あ け み 会
会   計 員 造 さえ こ三 田 舞 踊 協 会
監   査 関 口 正 人 関ロバレエスクール

監   査 菊  山  登 三 田 市 盆 栽 会

氏
スフ
″口 団 体   名

常

任

理
事

内 田 史 子 三 田 市 音 楽 協 会

松 永 具 志 子 MIK101フラロサークル
田 村 正 夫 三田津軽三味線同好会

九 村 義 徳 三 田 市 川 柳 協 会

小 林 敏 子 和紙ちぎり絵 (なごみ)

保 々 俊 夫 デジタルカメラ散歩の会

江 嶋 桂 子 アメリカンンヤド~ボツクスアートクラブ
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